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２年請願第５号　公共施設整備に使用する天然芝の「地産地消」について

前田敬議員
　鳥取県芝発祥の地であること。外国製の
ティフトンは使用不可ということが大前提。
芝の種類もいろいろあり、天然芝と人工芝
は一長一短ある。公共施設の利用は最善の
方法を。

桑本賢議員
　琴浦は芝発祥の地だから芝を大切にして
欲しい。しかし、請願が出た経緯に若干異
論がある。この度は県芝の支部から出され
た。これまでのいきさつからして、「趣旨採
択」するのが無難だ。

「趣旨採択」に賛成
井木議員
　芝発祥の地、東伯の生産者からの悲痛な
請願だ。この請願を無視するような形で趣
旨採択ということはダメだ。趣旨採択には
反対。

大平議員
　圃場への繁殖力が旺盛な西洋芝の混入に
対する懸念の声が今回の請願につながって
いる。芝の産地・生産者のことを第一に考
えれば原案で通すほかない案件。

福本議員
　鳥取県芝発祥の地と言われるまでには生
産者は並々ならぬ努力をしている。
　日本芝はサッカー場には不向きだが生育
旺盛なティフトンの導入は日本芝を脅かす。
だから人工芝の提案もでた。公共施設で日
本芝をという生産者の熱意を受け止め、曖
昧な「趣旨採択」でなく賛成すべき。

高塚議員
　採択すべき。内容は、一つは公共施設整
備に町内産の芝を、2つ目は混入の原因とな
るティフトン系の洋芝は使わない。３つ目
はボランティアにより維持管理費の軽減を
としている。議会が採択せずに議会の役目
を果たせない。前回が「趣旨採択」だから、
それを覆すわけにはいかないなどというの
は言語道断。

「趣旨採択」に反対

芝
に
関
す
る
４
件
目
の
請
願

そ
も
そ
も
請
願
に
「
趣
旨
採
択
」
と
は

押本議員
　夜間照明や人工芝等で活性化をというのが公共施設レビューの意
見、また、議員提出議案第17号で「人工芝で改修すべき」という
議会全員一致の決議を行った。
　本来、「趣旨採択」は「気持ちはわかるけど今はダメだよ」とい
うもので、今後議会がとるべき姿ではない。

委員長報告に 
対する討論

コロナ禍議会は続く・・・１２月 
　本年度一般会計補正予算案（第10号）など12議案を原案どおり可決。追加議案として、ひとり親世帯臨
時特別交付金などの補正予算案（第11号）も可決。また、議会の定数と議員報酬について、議会改革推進
特別委員会は、町民アンケート結果や他町の定数の状況などから現状維持と最終報告した。さらに、公共
施設整備に使用する天然芝の「地産地消」についての請願は採択となった。

12月定例会� 12月10日～22日

採決の結果、議会全員一致で「採択」
　本議会冒頭、諸般の報告に続き提出された「２年請願第５号」に対する総務産業常任委員長審議報告が
あり、「趣旨採択とするのが適当」との報告があった。が、この報告をめぐり、多くの議論が交わされ、「採
択」すべきとの意見が多数あったため、会議に諮られ再度委員会に付託された。
　休憩の間、再度委員会が開催され、再開後の2度目の委員長報告では一転「採択とすべき」との報告となっ
た。採決の結果は、議会全員一致で「採択」となった。
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議案第150号　本年度補正予算第10号の主な事業

議案第158号　本年度補正予算第11号の主な事業

・企業版ふるさと納税地方創生基金積立金（231万円）
　�令和２年７月に町の地域再生計画が内閣府から認定されたことに伴い、企業版ふるさと納税を受け入れて地方創
生事業へ活用するもの。
・コロナ後の観光振興事業（167万円）
　�環境省では、国立公園内のワーケーションを推進している。コロナ禍で注目が高まる現状を踏まえ、一向平キャ
ンプ場でワーケーションを受け入れる環境整備（Wi-Fi等）を行うもの。
・国道９号線街路灯撤去工事（432万円）
　八橋地区内における国道９号線道路拡幅工事に伴い、占用している商工街路灯の撤去を行うもの。
・戦略的園芸品目（イチゴ「とっておき」）総合対策事業補助金（305万円）
　県育成のオリジナルイチゴ新品種「とっておき」の普及・振興を図るもの。
・ポート赤碕ふれあい広場遊具リニューアル実施設計委託料（1000万円）
　�コロナ禍における外出自粛により親子のストレスが懸念される中、地域密着型の公園とすることで子育て支援を
行う。また、ゲートウェイ機能を有する「琴の浦IC」から、観光客の周遊、地域特産品の売り上げの向上、交流
人口・関係人口の増加を図るもの。
・障がい児施設通所給付費（327万円）
　�障がい児の放課後等デイサービス事業所増加、利用者の増加に対応す
るもの。
・新型コロナウイルスワクチン接種事業（417万円）
　�新型コロナウイルス感染症を予防するために行う予防接種について、
供給が可能になった場合、速やかに町民に対し接種を行うことができ
るよう準備を進めるもの。
・埋蔵文化財発掘調査受託事業（491万円）
　�県道船上山赤碕線（出上工区）改良工事に係る埋蔵文化財発掘調査に
ついて、県から受託を受けて行うもの。
・図書館システム業務委託における債務負担行為限度額（3960万円）
　�図書館システムが令和３年12月にリース期間が満了する。このため、今年度導入するICタグシステムとの連携
や新システムへの移行期間等を勘案し、令和３年度からの図書館システム等更新業務について債務負担行為を追
加するもの（令和３年度から同７年度まで）。

・ひとり親世帯臨時交付金支給事業【国制度】（1205万円）
　�新型コロナウイルス感染症の影響により生活に大きな困難が生じているひとり親
世帯に対し、子育ての負担や収入の減少に対する支援を行うため、臨時特別給付
金を再度、支給するもの。
・コミュニティ助成事業（100万円）
　�令和２年度コミュニティ助成事業追加募集分について、採択決定となったため、
事業実施にかかる経費を計上するもの（別宮部落・除雪機）。

反対

３
賛成

9
欠席１　退席１ 押本議員　町財政にとって痛い話ではない。総括質疑をいかして執行を。賛 成

高塚議員　遊具設計費は急ぐ必要はない。吟味が必要。
反 対

井木議員　遊具の具体的な内容がわからないので、賛成しかねる。

討論

ハイブリッド除雪機HSM1590i

整備予定品

定例会 対策は知恵とスピード感
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　本年度一般会計補正予算と財産の取得の２議案を原案どおり可決。主な補正は、PCR検査委託料やインフルエンザ予防接種助
成費、こども園給食調理等業務委託事業など。次回町議選の議員定数や報酬について検討する「議会改革推進特別委員会）」を設置。

・インフルエンザ予防接種助成拡充事業（967万円）
　�新型コロナウイルスと季節性インフルエンザは、症状だけでは判別が困難である。予防接種の助成対象を拡充し、イン
フルエンザ予防接種を支援する経費を追加する。また、妊婦への接種費用を無償化する経費を追加するもの。
・PCR任意検査事業（100万円）
　�基礎疾患を有する者は、新型コロナウイルス感染症に感染した場合に重症化するリスクが高い傾向がある。行政検査の
対象にならなかった基礎疾患を有する町民を対象に検査を行うことで、本人の不安を取り除く。
・こども園給食調理等業務における債務負担行為限度額（1億5724万円）
　�自園調理により安心・安全な給食を安定して提供するため、令和３年度からの給食調理業務等の業務委託（２園）につ
いて債務負担行為を追加するもの（令和３年度から令和７年度まで）。

議案第137号　本年度一般会計補正予算（第８号）の主な事業

　各地区公民館等の出先機関にWi-Fi設備を拡充するにあたって、財産の取得について議会の議決を得るもの。
議案第138号　財産の取得について（琴浦町公衆用Wi-Fi拡張整備業務1958万円）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により企業活動に大きな影響が生じていることを踏まえ、人事院勧告に従い、ボー
ナスにおいて民間支給割合との均衡を図るもの。

議案第139～141号　人事院勧告に伴う期末手当の引き下げ（△441万円）

・こども園感染症予防事業（190万円）、および小・中学校感染症予防事業（636万円）
　新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行等に対する感染症予防対策（加湿器等）を行うもの。
・医療機関・介護施設職員等PCR任意検査事業（3000万円）
　�クラスターの発生防止や職員が安心して従事でき、町民が安心して医療・介護施設等の利用ができる環境づくり。

◎議員提出議案第10号　議員報酬の期末手当に関し、特別職の公務員の改定に準じて改正。（0.05月引き下げ）
◎議員提出議案第11号　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方税財源の確保を求める意見書提出。

議案第142号　本年度一般会計補正予算（第９号）の主な事業

　国の人事院勧告に基づく町職員や特別職の期末手当を引き下げる条例改正案、本年度一般会計補正予算案（第９号）、議
員発議の２議案など10議案を原案通り可決。主な補正は、医療機関・介護施設職員などPCR任意検査事業、こども園、小
中学校感染症予防事業など。

11月臨時会� 11月30日

一般会計補正予算（第８号）に対する修正動議（こども園給食等業務を除き予備費とするもの）が、高塚勝
議員と大平高志議員から出された。提案理由は、職員募集にあたり取り組みに問題ありとするもの。

桑本賢議員　まず、現業業務を公務員がする必要があ
るのかと思っている。正規職員の退職のタイミングを
みて民営に出そうとする判断は、やむを得ない。機構
改革は必要。
押本議員　労働環境の良い状態で調理師を募集する道
筋はやってきたはず。町全体の園児の数が減っていく、
現実的な対応で今回の調理業務委託の話が出たと考える。

原案賛成
大平議員　調理師の募集方法、組合との協議が整わな
い、議会への報告もない、ましてや保護者へはこれか
らだという。何かしら結論ありきだ。

福本議員　調理師は単なる調理ではなく、保育士とと
もに食育にもかかわり責任ある大変な業務だ。応募条
件は外部委託前提で物事が進んでいるからだ。

修正案賛成

欠席１

修正案賛成

4
原 案賛成

9

10月臨時会� 10月20日
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賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
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令和２年度琴浦町一般会計補
正予算（第８号） 可決 9 4 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ × 議

定
例
会

令和２年度琴浦町一般会計補
正予算（第10号） 可決 9 3 ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○ × 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決、陳情は全会一致で採択となりました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　退＝退席　　議＝議長

請願・陳情

番号 件　　名 提　出　者 要　　旨 付　託
委員会

委員会
の意見

本会議
採択結果

２年
請願
第５号

公共施設整備に
使用する天然芝
の「地産地消」
について

鳥取県芝生産組合
　　　　　　 八橋支部
� 支部長　内山 雄紀

　公共施設整備に
天然芝を使用する
場合、ティフトン
系洋芝ではなく琴
浦町産の日本芝を
使用し、ボラン
ティア活用により
維持管理費を軽減
することを町に求
める。

総務産業 採択 採択

２年
陳情
第８号

全国知事会の提
言に基づき、新
型コロナウイル
ス禍における日
米地位協定の抜
本的改定に取り
組むよう国及び
関係機関への意
見書提出につい
ての陳情

沖縄と連帯する
　　　　 とっとりの会
　共同代表　石田 正義
　　　　　　一盛 　真
　　　　　　伊藤 英司

　全国知事会の提
言に基づき、新型
コロナウイルス禍
における日米地位
協定の抜本的改定
に取り組むよう、
国及び関係機関へ
の意見書提出を求
める。

総務産業 採択
採択

（国に意
見書提出）
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委 員 会 の 報 告
委員長　澤田 豊秋

　12月18日に委員会を開催し、各課からの報告事項等の説明を受け質疑を行った。雪のため、現地確認はで
きなかったが、耕作放棄地対策でもある牧草飼育牛肉（グラスフェッドビーフ）を試食後、馬野畜産研究所の
馬野善明氏（三本杉）から飼育管理状況について説明を受けた。また、ワイナリー構想の進捗状況についても
担当課から説明を受けた。
　次に、付託を受けた請願・陳情の審査を行い、『公共施設整備に使用する天然芝の「地産地消」について』
の請願は趣旨採択。「全国知事会の提言に基づき、新型コロ
ナウイルス禍における日米地位協定の抜本的改定に取り組
むよう国及び関係機関への意見書提出について」の陳情に
ついては採択とした。

― 質疑応答 ―
Q　�道の駅「琴の浦」について、指定管理するためにテナ
ント関係者と協議中と聞くが、入られる方が十分納得
するよう進めて欲しいが。

Ａ　�大筋で関係者の合意を得ており、丁寧に説明し、納得
していただけるよう進めていく。

Q　�184ある公共施設のうち、139施設について改修等を
計画策定中ということだが。

Ａ　�３月議会に計画案を示したい。
Q　�耕作放棄地が一気に増えている。
Ａ　�貸して情報をいただいて借り手に斡旋している。悪い

条件のところがどうしても残る。

＝　総務産業常任委員会　＝

委員長　前田 智章

　10月20日に「議会改革推進特別委員会」を設置、全議員を会の構成員として
委員長・副委員長を決め、今年度については①議員定数と②議員報酬に絞り、２
回にわたって議論を重ねたうえ、委員会として一定の方向性を出した。
【議員定数について】
　定数削減の経緯は、平成16年合併時30人から3度の改選を経て14人削減し、
現在の16人となっている。
　昨年度に実施した町民アンケートの結果は、「適当」41.9％「やや多い」
31.4％　「多い」25.3％であった。「多い」と回答された方の中には、本町の議員
定数を知らない、また、議会に関心がない方の割合が多くあった点は注目すべき
である。
　本委員会は、町民アンケート・アンケート分析結果・県内各自治体の状況・総

＝　議会改革推進特別委員会　＝

道の駅「琴の浦」

アンケート分析
結果報告会

令和2年10月21日

アンケート結果
分析依頼

（鳥取大学へ）
令和2年10月
⬇

議会に対する
町民アンケート
令和元年11月5日～
12月2日実施
⬇
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委 員 会 の 報 告
委員長　大平 高志

　11月６日に委員会で、成美地区公民館トイレの故障状況を確認のため、現地調査を実施。
　12月17日に委員会を開催し、所管各課から議案関連と報告事項の説明を受け、活発な質疑が行われた。

― 質疑応答 ―
Q　�こども園の調理業務委託については、プロポーザルの応
募が１件。これでは随意契約と同じではないか。

Ａ　�書面と聞き取りで、研修等の方針提案を受けて決定した。
随意契約とは異なる。

Q　�給食配送業務で事故の場合に保険対象外となった時の対
応は。

Ａ　�これから話し合っていく。
Q　�各地区公民館で「まちづくりセンター」へ移行は。
Ａ　�今のところはない。
Q　�成美地区公民館とふなのえこども園はなぜ公共下水に接
続していなかったのか。

Ａ　�対応が予想されていなかったので行っていなかった。今
後は考えていきたい。

Q　�成美地区公民館のトイレが使用不能だが仮設トイレを。
Ａ　�運用が難しいが検討したい。
Q　�35人学級の方針が国から示されたが、どう対応する。
Ａ　�クラスが増えるので教室と教職員の確保が課題。ただし、

県の方針で36人学級で補助対象としており、大きく影響
はしない。

＝　教育民生常任委員会　＝

務省の2020年地方議会シンポジウムで示されたデーター等を参考に、出席
議員全員の意見を求めた。最も多かったのは「現状維持」また、1人から2
人を「削減」と、「増員」すべきとの意見もあった。理由はそれぞれあったが、
議論を重ね、最終的に「現状維持」との結論に至った。

【議員報酬について】
　報酬については、中部町村会に報酬審議会が設置されており、本町単独
で変更することは困難である。報酬引き上げは、住民の理解が不可欠であり、
早々に結論は出せない問題である。
　議員定数と同様に「現状維持」と結論付けた。なお、報酬については議
長を通じ、中部町村議長会で検討の上、中部町村会に対して報酬審議会の
開催を求め、今後の報酬のあり方を検討するよう強く要望して当委員会の
報告とする。

11月６日（金）　現地調査
成美地区公民館　浄化槽

審査報告書

⬇

議会改革推進
特別委員会

設置　令和２年10月20日～
開催　11月6日
　　　11月26日

⬇

※詳細は本紙８～10ページ
を参照

令和２年12月定例会
において審査報告
令和２年12月22日
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　議員のなり手不足解消や議会活動の活発化が、地方自治体の大
きな課題である。
　琴浦町議会は、これからの議会のあり方を考えるため、「議会改
革の推進に関する町民アンケート」を行った。その結果をもとに
鳥取大学（地域学部の小野達也教授と工学部の長

ちょう
曽
そ
我
か
部
べ
まどか助

教）にその分析を依頼し、報告を受けた。（令和２年10月）
　分析結果の状況も踏まえ、琴浦町議会では、議会改革推進特別
委員会を設置し、議員定数と議員報酬の２点に絞り議論を重ねた。
　その結果、次のような審査結果報告書のとおり、議員定数・議
員報酬は現状維持とした。

� 令和２年12月22日
琴浦町議会議長　小椋　正和　様

� 議会改革推進特別委員会
� 委員長　前田　智章

議会改革推進特別委員会審査結果報告書

　当委員会に付託された審査事件について、審査の結果を下記のとおり会議規則第77条の規定に
より報告します。

記

１．審査事件　　議会改革の推進に係る審査
　
２．審査の経過　
　令和２年10月20日臨時会において、当委員会が設置され、翌10月21日には、昨年度実施した「議
会改革に関する町民アンケート」 に関しての分析結果の説明を鳥取大学の先生２名から聞いた後、
議員懇談会を経て、11月６日と、11月26日の２回、当委員会を開催した。同日、当委員会の方針
を決定した。

10月21日　アンケート分析結果報告会

議員定数・報酬特
集
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３．審査結果の報告
　当委員会では、「議会改革推進項目」のうち、①議員定数、②議員報酬の２点に絞って議論する
こととし、結果、次の理由により、いずれも「現状維持」との結論に至った。

①議員定数について
　定数削減の経緯は、平成16年合併時30人から３度の改選を経て14人を削減し、現在の16人と
なっている。
　昨年度実施した町民アンケートの結果は「適当」41.9％、「やや多い」31.4％、「多い」25.3％
であった。「多い」と回答された方の中には、本町の議員定数を知らない方もあった。また、議会
に関心が無い方の割合が多くあった点は、注目すべきである。
　本特別委員会は、町民アンケート分析結果や、県内各自治体の状況及び総務省の2020年地方議
会シンポジウムで示されたデータ等を参考に検討し、出席議員全員の意見を求めた。最も多かっ
たのは、「現状維持」。また、１人から２人「削減」と「増員」すべきとの意見もあった。理由は、
それぞれあったが、議論を重ね、最終的に「現状維持」との結論に至った。

②報酬について
　報酬については、中部の４町で統一されており、報酬審議会で審議された結果を受けて各町で
決している。本町独自で変更することは困難である。
　また、報酬を引き上げる際は、住民との意見交換会を十分に行い、根拠を丁寧に示しながら、
住民の理解を得ることが必要不可欠であり、早々に結論を出すことは出来ない問題である。議員
定数と同様に「現状維持」と結論付けた。

４．委員会の意見
　この度は、２点に絞って議論したが、議会改革を推進する上で多くの課題が山積している。
　議員のなり手不足、議会への関心の低下、議会運営の在り方やポストコロナを見据えたデジタ
ル化に伴う会議規則等の体制整備等々、議会改革を引き続き推進しなければならないと考える。
　当特別委員会は、審査を終了するが、琴浦町の発展のため、議会改革の推進を今後も議員全員
で協議検討することとした。
　なお、報酬については、議長を通じ中部町村議長会で検討の上、中部町村会に対し報酬審議会
の開催を求め、今後の報酬の在り方を検討するよう強く要望して当特別委員会の報告とする。

議会改革推進特別委員会
は現状維持
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　市町村議会の議員の定数は、地方自治法第91条第１項に条例で定めることと規定されており、琴浦町で
は条例で議員定数は16人と定めている。県内でも議員のなり手不足解消等の課題を踏まえ、議会改革が進
められているところである。

　2020年11月28日付の「日本海新聞」の県内各議会へのアンケートによれば、同年11月20日現在、議員報酬の引き上げを決定し
ているのは智頭町議会のみ（令和３年改選後の７月から、現行229千円を280千円に）、検討中が八頭町と日南町の２町。中西部は圏
域での審議となる。

町村名 条例
定数

現議
員数 欠員

住民基本台帳
人口

（R2.7.1）
議員
1人当 次期 改選期 面積（㎢）

議員報酬（千円）

議長 副議長 議員

岩美町 12 12 11,341 945 R4.7.24 122.32 333 248 227

若桜町 10 9 1 3,100 310 R4.3.8 199.18 333 248 227

智頭町 12 12 6,836 570 R3.7.29 224.70 330 246 229

八頭町 14 14 16,784 1,199 R3.4.23 206.71 313 233 217

三朝町 12 12 6,383 532 R3.11.17 233.52 331 240 224

湯梨浜町 12 12 16,752 1,396 R3.4.29 77.94 331 240 224

琴浦町 16 15 1 17,145 1,072 R4.2.19 139.97 331 240 224

北栄町 15 15 14,809 987 15 R3.10.22 56.94 331 240 224

日吉津村 10 10 3,532 353 R5.4.29 4.20 316 235 221

大山町 16 16 16,045 1,003 16 R3.4.23 189.83 316 235 226

南部町 14 14 10,656 761 R2.10.23 114.03 316 235 221

伯耆町 14 13 1 10,818 773 R3.4.30 139.44 316 235 221

日南町 10 10 4,425 443 R5.4.29 340.96 316 235 221

日野町 10 10 2,996 300 R5.5.19 133.98 316 235 221

江府町 10 10 2,803 280 R3.7.4 124.52 316 235 221

出典：第66回町村議会実態調査集計表（令和2年7月1日現在）及び鳥取県ＨＰ（ホームページ）より

県内町村議員定数等一覧参
考
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一般質問
ここが

聞きた
い

一般質問 Q A&

※青字は、本紙では省略

一般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長ほか
から「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び各委員会の長ほか
出席要求

各課・室・局長
委任

通告４番

通告７番

通告10番 通告11番 通告12番 通告13番

通告６番

通告３番通告２番

通告９番通告８番

通告５番

通告１番

① 2050年温室効果ガス排出
ゼロに向けた取り組み

② 今後の公民館等
③ JR西日本の駅舎

澤田　豊秋

① 町道改良
② 街路灯の更新補助
③ 再議
④ 町長の政治姿勢

大平　高志
① 2020農林業センサスによ
る農業振興策
② コロナ禍心のケア相談所
「まちなか保健室」の開設

桑本　始

① 熱中小学校の成果と今後
の展望
② 町内の駅舎
③ 駐在所設置

桑本　賢治

① 町長の政治姿勢
② 部落差別

高塚　勝 ① 「業務改革推進支援事業
最終報告書」の利・活用

② 「第２次観光ビジョン」
と「『道の駅』活性化計画」

青亀　壽宏

① カウベルホール廃止
② 高齢者の生活支える小型
モビリティ（移動手段）

手嶋　正巳

① 町長の政治姿勢を問う
② 町のロゴ＆キャッチコ
ピーから受ける印象は良
くない

福本まり子

① 人に優しい町づくり
② 健康寿命延伸策、動物愛
護の観点から

角勝　計介
① アフターコロナ禍の世界
に対応する人材育成を（大
学進学率向上）

押本　昌幸

① 産後の母親を守る支援
新藤　登子

① 政治姿勢
井木　裕 ① 文化的・芸術的イベント

の開催について、町長の
見解を問う

前田　敬孝
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一般質問とは、議員が、町長・教育長・農業委員会会長・選挙管理委員会委員長・
監査委員などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などについて
問うもの。
本町議会の質問時間は、１人30分以内（答弁時間除く）。



一 般 質 問 一 般 質 問

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ

　
菅
首
相
が
初
の
所
信
表
明
演
説
で
、

２
０
５
０
年
に
国
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
宣
言
さ
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、
今
後
琴
浦
町
と
し

て
ど
う
進
め
て
い
く
考
え
か
。

① 

県
は
既
に
一
月
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

の「
50
年
実
質
ゼ
ロ
」を
打
ち
出
し
た
。

本
町
も
宣
言
す
べ
き
と
思
う
が
。

② 
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
叫
ば
れ
て

い
る
今
日
、
具
体
的
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
、
ま
た
、
第
２
次
琴
浦
町
環
境
基

本
計
画
の
見
直
し
を
早
期
に
着
手
す
べ

き
と
思
う
が
。

　
宣
言
す
る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い

が
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
。

① 

町
と
し
て
も
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
係
る
法
律
の
基
に
環
境
基
本
計
画

を
策
定
し
進
め
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
考
え
方
、
環
境
に
対
す
る
考
え
方
が

新
た
に
起
こ
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
何

が
で
き
る
か
組
織
改
正
も
含
め
て
見
直

し
を
検
討
し
た
い
。

今
後
の
公
民
館
は

　
　
　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
荒
廃

農
地
、
農
業
後
継
者
不
足
、
防
災

の
問
題
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
、

地
域
に
お
け
る
体
制
の
整
備
は
と
て
も
重

要
で
す
。
今
後
の
地
域
活
性
化
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

① 

町
長
は
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
は
、
自
治

セ
ン
タ
ー
化
と
い
う
考
え
方
が
一
つ
の

ス
テ
ッ
プ
だ
と
言
わ
れ
て
き
た
。
ど
の

よ
う
に
具
体
化
し
て
い
く
の
か
。

② 

今
後
の
公
民
館
施
設
な
ら
び
に
職
員
体

制
の
整
備
充
実
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

① 

自
治
セ
ン
タ
ー
と
い
う
形
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
、
公
民
館
の
在
り
方
を

検
討
す
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
に
も
話

し
て
い
る
。

① 

地
域
振
興
協
議
会
や
他
団
体
と
連
携
、

統
合
し
、
地
域
課
題
に
積
極
的
に
取
り

組
め
る「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」（
仮

称
）
を
考
え
て
い
る
。

② 

老
朽
化
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、修
繕
、

複
合
化
を
進
め
る
。
職
員
体
制
は
、
必

要
に
応
じ
配
置
。
一
般
的
に
は
、
セ
ン

タ
ー
長
と
職
員
の
２
名
体
制
。

　
成
美
地
区
公
民
館
は
浄
化
槽
が
壊
れ
て

ト
イ
レ
が
使
え
な
い
。
今
後
の
方
向
性
を

示
し
、
早
く
修
繕
整
備
を
。

　
今
年
度
本
管
工
事
を
延
長
し
公
共
マ
ス

を
設
置
。
宅
内
配
管
を
来
年
度
実
施
す
る

よ
う
調
整
中
。

Ｊ
Ｒ
の
駅
舎
は
ど
う
な
る

　
　
　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、
今
後
の
人
口

減
少
、
通
勤
通
学
の
需
要
減
少
や

人
手
不
足
を
背
景
に
、
浦
安
駅
、
赤
碕
駅

の
今
後
の
駅
舎
の
シ
ン
プ
ル
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
考
え
か
。

本
町
も
ま
ず
宣
言
を

　
　問

前
向
き
に
検
討

 
小
松
町
長

答

　
　問

公
民
館
の
在
り
方
検
討

 

小
松
町
長

答
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

 

田
中
教
育
長

答

早
く
修
繕
を

　
　問

今
年
度
公
共
マ
ス
設
置

 

宮
本
社
会
教
育
課
長

答
　
　問

Ｊ
Ｒ
の
意
向
を
聴
き
な
が
ら

検
討 

小
松
町
長

答

澤田 豊秋　議員

問 温室効果ガス
 排出ゼロ宣言を

答 前向きに検討
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 10回 28分 ＋ 38分 ） 66分
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一 般 質 問 一 般 質 問

最
終
年
度
の
熱
中
小
学
校

　
　
　
熱
中
小
学
校
は
地
方
創
生
事
業
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
。
今
年

は
最
終
年
度
に
当
た
り
そ
の
成
果
を
問
う
。

　
一
つ
の
仕
事
を
終
え
た
、
あ
る
い
は
志

を
持
っ
て
今
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
の
熱

い
思
い
を
聞
い
て
よ
か
っ
た
。

　
島
根
県
邑
南
町
職
員
寺
本
英え
い
仁じ

氏
の
地

域
を
活
性
化
を
し
て
い
く
中
で
の
新
た
な

起
業
。

　
船
上
山
の
ス
タ
ン
プ
印
で
プ
ラ
チ
ナ
賞

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
。
町
の
玄
関
に

あ
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
と
か
、
内

田
洋
行
本
社
モ
デ
ル
ル
ー
ム
視
察
に
行
っ

て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
構
想
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　
今
の
と
こ
ろ
は
行
政
の
話
が
大
半
だ

が
、
新
た
な
流
れ
が
琴
浦
町
に
起
こ
っ
て

い
る
と
思
う
。

　
受
講
生
は
だ
い
た
い
100
名
で
、
う
ち
半

分
は
連
続
し
て
い
る
人
。
最
近
は
法
人
の

受
講
生
が
増
加
し
て
い
る
。
町
民
の
関
心

は
低
い
よ
う
に
思
う
が
。

　
熱
中
小
学
校
で
は
、
こ
う
い
う
取
り
組

み
を
や
ろ
う
と
い
う
情
報
発
信
が
必
要
と

思
う
。

　
企
業
に
つ
い
て
若
年
の
人
材
育
成
は
必

要
。
全
国
の
一
流
企
業
の
部
長
と
か
志
を

持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
話
は
、
新

た
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
る
。

駅
舎
に
つ
い
て

　
手
前
の
施
設
（
八
橋
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
）
は
町
の
建
物
で
変
化
は
な
い
。

　
　
　
浦
安
駅
は
ま
な
び
タ
ウ
ン
の
地
下

駐
車
場
を
活
用
し
て
、
駅
ま
で
屋

根
付
き
通
路
に
す
れ
ば
、
駅
舎
は
そ
ん
な

大
き
な
も
の
は
必
要
な
い
と
思
う
が
。

　
駅
の
改
修
が
い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
部
分
も
あ
る
が
、
ま
な
び
タ
ウ
ン
の
改

修
に
向
け
て
考
え
て
い
く
。

駐
在
所
設
置

　
　
　
徳
万
駐
在
所
移
転
新
築
に
つ
い

て
、
い
つ
頃
ど
こ
に
建
つ
の
か
。

　
令
和
３
年
の
県
議
会
の
予
算
が
通
れ
ば

６
月
頃
工
事
着
工
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　
　問

大
人
の
社
会
塾

答

スタンプ（以西郵便局）

町
民
の
関
心
は
低
い

　
　問

情
報
発
信
が
必
要

答
八
橋
駅
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　問

八
橋
駅
舎
は
町
の
持
ち
物

答
　
　問

考
え
て
み
る

答

浦安駅前

　
　問

一
畑
公
園
入
口
の

八
橋
土
俵
会
館
跡
地
に
移
転

答

桑本 賢治　議員

問 熱中小学校の成果は

答 生涯の学びを応援する
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ８回 13分 ＋ 19分 ） 32分
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一 般 質 問 一 般 質 問

部
落
差
別
は
あ
る
の
か

　
　
　
琴
浦
町
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
部
落
差
別
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
そ
の
差
別
解
消
に
、
具
体
的
な
施
策

を
行
っ
て
い
る
か
。

　
昨
年
度
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
町
及

び
教
育
現
場
か
ら
部
落
差
別
に
関
す
る
事

象
の
報
告
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

　
今
年
度
、
意
識
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

調
査
の
結
果
、
部
落
問
題
に
関
す
る
差
別

的
な
発
言
や
行
動
を
直
接
見
聞
き
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
と
い
う
問
い
に
、
20
・

４
％
の
人
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
答
え
て

い
る
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
相
談
業

務
に
お
い
て
も
、
住
民
か
ら
の
部
落
差
別

に
関
す
る
相
談
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
。

表
面
に
出
て
い
な
く
と
も
、
個
人
の
意
識

や
地
域
住
民
の
中
に
潜
在
的
に
差
別
意
識

が
残
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
る
。

　
差
別
解
消
の
施
策
は
、
自
ら
の
人
権
が

守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
自
分
の
周
り
で
起

こ
っ
て
い
る
人
権
問
題
に
気
づ
き
、
自
分

ご
と
と
し
て
多
く
の
町
民
が
自
覚
し
て
行

動
で
き
る
よ
う
、
人
権
・
同
和
教
育
部
落

懇
談
会
や
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
講
演
会
、

そ
れ
か
ら
研
修
会
な
ど
を
継
続
し
て
行
っ

て
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。

町
長
の
政
治
姿
勢
は

　
　
　
①
住
民
や
諸
団
体
の
行
政
要
望

は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
対

応
し
て
い
る
か
。

② 

住
民
、
諸
団
体
、
議
会
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
考
え
で
施
策
の
説
明
責
任
を
は

た
し
て
い
る
か
。　

③ 

上
伊
勢
地
内
の
道
路
境
界
裁
判
に
お
け

る
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
か
。

④ 

成
美
地
区
公
民
館
の
浄
化
槽
故
障
に
伴

い
、
今
後
の
成
美
地
区
公
民
館
の
あ
り

方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

① 

町
に
対
す
る「
要
望
」「
提
言
」「
意
見
」

な
ど
に
つ
い
て
は
、
個
人
・
団
体
に
か

か
わ
ら
ず
、
随
時
受
付
し
て
い
る
。

　

 　
内
容
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
規
定
、

予
算
、
緊
急
度
、
必
要
性
、
費
用
対
効

果
な
ど
各
担
当
部
署
で
総
合
的
に
検
討

し
、
原
則
と
し
て
申
し
出
者
に
対
応
状

況
・
対
応
方
針
を
回
答
し
て
い
る
。

② 

町
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
機
会

を
設
け
て
説
明
、
傾
聴
す
る
こ
と
を
重

要
視
し
て
い
る
。

　

 　
議
会
へ
は
、
常
任
委
員
会
お
よ
び
月

例
報
告
会
に
て
、
事
業
の
進
捗
状
況
や

今
後
の
予
定
等
を
報
告
し
て
い
る
。

③ 

裁
判
関
係
者
へ
謝
罪
を
行
い
、
係
争
地

お
よ
び
隣
接
地
３
筆
の
地
図
訂
正
に
要

し
た
登
記
費
用
は
全
額
町
が
負
担
し
た
。

　

 　
そ
の
先
の
土
地
は
、
地
図
訂
正
の
協

力
を
再
度
依
頼
し
た
が
、
現
行
ど
お
り

で
良
し
と
さ
れ
て
お
り
、
訂
正
す
る
に

至
っ
て
い
な
い
。

④ 

成
美
地
区
公
民
館
は
、
地
域
の
拠
点
で

あ
り
、
ト
イ
レ
の
機
能
回
復
を
考
え
て

い
る
。

　
　問

差
別
報
告
は
な
い

 

田
中
教
育
長

答

　
　問

適
正
に
対
応
し
て
い
る

 

小
松
町
長

答

高塚 勝　議員

問 部落差別はあるのか

答 差別事象報告はない
 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 34回 26分 ＋ 37分 ） 63分

成美地区公民館
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一 般 質 問 一 般 質 問

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
廃
止

　
　
　
９
月
定
例
会
で
同
僚
議
員
の
一
般

質
問
で
、
廃
止
と
答
弁
さ
れ
た
。

前
日
に
で
も
議
員
に
説
明
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
か
。

　
　
　
廃
止
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い

が
、
休
館
と
い
う
方
向
性
は
示
し

て
い
た
。

　
　
　
議
会
軽
視
で
は
な
く
議
会
に
ど
こ

で
説
明
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
冷
暖
房
、
天
井
の
修
理
と
し
て

８
億
円
程
度
か
か
る
と
口
頭
で
の

説
明
は
あ
っ
た
が
、
設
計
業
者
、
設
計
料

ま
た
見
積
書
の
提
示
は
。

　
　
　
設
計
業
者
は
米
子
の
業
者
で
、
設

計
料
は
約
７
７
０
万
円
。

　
　
　
見
積
り
に
長
い
時
間
が
か
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
修
繕
に
対
す
る
補
助
事
業
、
起
債

な
ど
検
討
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

　
地
元
に
は
Ａ
級
の
建
築
業
者
が
数
社
あ

る
。
地
元
の
業
者
に
再
見
積
り
を
依
頼
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
設
計
業
者
は
設
計
業
者
、
工
事
業

者
は
工
事
業
者
と
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
。

　
　
　
町
民
の
中
に
は
、
本
当
に
８
億
円

か
か
る
の
か
疑
問
に
感
じ
て
い
る

人
が
い
る
が
、
再
見
積
り
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
専
門
の
建
築
設
計
事
務
所
等
に
よ

る
根
拠
の
あ
る
見
積
り
で
あ
り
、

再
度
の
見
積
り
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ（
移
動
手
段
）

　
　
　
移
動
手
段
だ
が
、
自
転
車
や
路
線

バ
ス
な
ど
に
代
わ
る
高
齢
者
の
新

た
な
生
活
の
足
し
と
し
て
の
、
そ
の
可
能

性
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
各

種
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
４
種
類
、
小
型
電

動
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
電
動
車
い
す
、
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が

想
定
さ
れ
る
。

　
　
　
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
は
承
知

し
て
い
る
。

　
　
　
２
０
１
９
年
度
、
国
の
補
正
予
算

で
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
貸
出

利
用
の
支
援
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
自
転
車
の
購
入
や
安
全
講
習
会
の
実
施

な
ど
事
業
に
係
る
費
用
の
３
分
の
２
を
国

が
補
助
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
は
。

　
　
　
走
行
距
離
を
考
え
る
と
健
康
増
進

に
つ
な
が
る
話
だ
と
思
う
。

　
　
　
免
許
証
の
返
納
も
増
え
て
い
る
、

米
子
市
の
事
例
も
参
考
に
し
て
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
い
ろ
ん
な
事
例
は
あ
る
と
思
う
が

積
極
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　問

　
　答

議
会
軽
視
に
も
と
れ
る
が

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

修
繕
費
に
本
当
に

 

８
億
円
か
か
る
の
か

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

手嶋 正巳　議員

問 ①カウベルホール廃止について
② 超高齢者社会を見据え小型モビリティ
（移動手段）の普及に力を入れる考えは

答 ①全力でやれることはやった、廃止はやむを得ないと判断した
②高齢者の自動車の代替え手段の一つとして参考にする
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 11回 13分 ＋ 15分 ） 28分

各種モビリティの概要

小型電動モビリティ 電動アシスト自転車

電動車いす 電動キックボード

①特徴　②利点　③価格（代表的な製品）

①海外で急速に普及
②小型軽量、運転容易
③シェアリングでの利用を
想定しており価格未定

①法律上は歩行者扱い
②免許不要、運転容易
③40万円前後

①こぎ出しがスムーズ
②坂道の走行も楽
③10万円前後

①１～２人乗り
②小型で運転が容易
③80万～90万円
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一 般 質 問 一 般 質 問

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
廃
止

　
　
　
９
月
定
例
会
で
同
僚
議
員
の
一
般

質
問
で
、
廃
止
と
答
弁
さ
れ
た
。

前
日
に
で
も
議
員
に
説
明
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
か
。

　
　
　
廃
止
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い

が
、
休
館
と
い
う
方
向
性
は
示
し

て
い
た
。

　
　
　
議
会
軽
視
で
は
な
く
議
会
に
ど
こ

で
説
明
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
。

　
　
　
冷
暖
房
、
天
井
の
修
理
と
し
て

８
億
円
程
度
か
か
る
と
口
頭
で
の

説
明
は
あ
っ
た
が
、
設
計
業
者
、
設
計
料

ま
た
見
積
書
の
提
示
は
。

　
　
　
設
計
業
者
は
米
子
の
業
者
で
、
設

計
料
は
約
７
７
０
万
円
。

　
　
　
見
積
り
に
長
い
時
間
が
か
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
修
繕
に
対
す
る
補
助
事
業
、
起
債

な
ど
検
討
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

　
地
元
に
は
Ａ
級
の
建
築
業
者
が
数
社
あ

る
。
地
元
の
業
者
に
再
見
積
り
を
依
頼
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
設
計
業
者
は
設
計
業
者
、
工
事
業

者
は
工
事
業
者
と
分
け
て
考
え
な

い
と
い
け
な
い
。

　
　
　
町
民
の
中
に
は
、
本
当
に
８
億
円

か
か
る
の
か
疑
問
に
感
じ
て
い
る

人
が
い
る
が
、
再
見
積
り
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
専
門
の
建
築
設
計
事
務
所
等
に
よ

る
根
拠
の
あ
る
見
積
り
で
あ
り
、

再
度
の
見
積
り
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ（
移
動
手
段
）

　
　
　
移
動
手
段
だ
が
、
自
転
車
や
路
線

バ
ス
な
ど
に
代
わ
る
高
齢
者
の
新

た
な
生
活
の
足
し
と
し
て
の
、
そ
の
可
能

性
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
各

種
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
４
種
類
、
小
型
電

動
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
電
動
車
い
す
、
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が

想
定
さ
れ
る
。

　
　
　
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
は
承
知

し
て
い
る
。

　
　
　
２
０
１
９
年
度
、
国
の
補
正
予
算

で
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
貸
出

利
用
の
支
援
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
自
転
車
の
購
入
や
安
全
講
習
会
の
実
施

な
ど
事
業
に
係
る
費
用
の
３
分
の
２
を
国

が
補
助
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
は
。

　
　
　
走
行
距
離
を
考
え
る
と
健
康
増
進

に
つ
な
が
る
話
だ
と
思
う
。

　
　
　
免
許
証
の
返
納
も
増
え
て
い
る
、

米
子
市
の
事
例
も
参
考
に
し
て
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
い
ろ
ん
な
事
例
は
あ
る
と
思
う
が

積
極
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　問

　
　答

議
会
軽
視
に
も
と
れ
る
が

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

修
繕
費
に
本
当
に

 

８
億
円
か
か
る
の
か

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

手嶋 正巳　議員

問 ①カウベルホール廃止について
② 超高齢者社会を見据え小型モビリティ
（移動手段）の普及に力を入れる考えは

答 ①全力でやれることはやった、廃止はやむを得ないと判断した
②高齢者の自動車の代替え手段の一つとして参考にする
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 11回 13分 ＋ 15分 ） 28分

各種モビリティの概要

小型電動モビリティ 電動アシスト自転車

電動車いす 電動キックボード

①特徴　②利点　③価格（代表的な製品）

①海外で急速に普及
②小型軽量、運転容易
③シェアリングでの利用を
想定しており価格未定

①法律上は歩行者扱い
②免許不要、運転容易
③40万円前後

①こぎ出しがスムーズ
②坂道の走行も楽
③10万円前後

①１～２人乗り
②小型で運転が容易
③80万～90万円

ことうら議会だより　2021年２月１日　第67号―　15　―



一 般 質 問 一 般 質 問

何
を
優
先
す
る
の
か

 

公
共
施
設
の
行
方
は
…

　
　
　
事
業
の
可
視
化
が
重
要
で
は
。「
事

業
レ
ビ
ュ
ー
」
や
「
自
分
ご
と
化

会
議
」
な
ど
は
町
民
の
意
見
を
聞
く
良
い

機
会
で
あ
る
が
、
時
に
事
業
の
狙
い
と
審

議
委
員
の
質
問
に
ズ
レ
が
あ
り
、
そ
れ
が

評
価
に
反
映
し
て
し
ま
う
。
事
業
レ

ビ
ュ
ー
は
今
後
何
項
目
あ
る
の
か
。目
途
は
。

　
　
　
事
業
レ
ビ
ュ
ー
は
行
財
政
改
革
の

一
環
。
正
職
員
と
非
正
規
職
員
と

の
バ
ラ
ン
ス
。
184
あ
る
公
共
施
設
の
維
持

や
300
近
く
の
事
業
を
ど
う
す
る
か
だ
が
、

事
業
内
容
も
考
え
な
が
ら
も
う
一
度
や
り

た
い
。

①
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
閉
鎖
後
の
具
体
策
は
。

②
成
美
地
区
公
民
館
の
ト
イ
レ
改
修
は
。

③
地
区
公
民
館
と
自
治
セ
ン
タ
ー
構
想
は
。

④
子
ど
も
園
の
統
廃
合
は
あ
る
の
か
。

⑤ 

町
の
業
務
を
ど
こ
ま
で
外
部
委
託
す
る

の
か
（
東
伯
総
合
公
園
、
道
の
駅
等
）。

⑥
分
庁
舎
と
ま
な
タ
ン
の
在
り
方
は
。

⑦
「
熱
中
小
学
校
」
の
今
後
の
方
向
性
。

⑧ 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
が
、
な

ぜ
「
熱
中
小
学
校
」
に
。

① 

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
は
農
協
部
分
も
あ
る

の
で
一
年
以
内
に
は
方
向
性
を
。

② 

成
美
地
区
公
民
館
は
、
前
倒
し
で
年
度

内
に
下
水
を
接
続
。

③ 

公
民
館
は
公
民
館
の
活
動
、
自
治
セ
ン

タ
ー
は
自
治
セ
ン
タ
ー
の
活
動
。
た
だ

今
ま
で
ど
お
り
で
い
い
の
か
、
続
け
て

い
く
の
か
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
続

け
る
の
か
。
教
育
委
員
会
で
検
討
。

④ 

赤
碕
地
区
の
子
ど
も
の
減
少
を
想
定
し

て
保
護
者
代
表
と
協
議
中
。

⑤ 

外
部
委
託
は
財
政
効
率
を
考
え
、
人
件

費
圧
縮
の
た
め
。

⑥ 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
、
教
育
委
員
会

が
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

ど
う
か
な
と
思
っ
て
い
る
。
分
庁
舎
は

災
害
の
拠
点
。

⑦ 

熱
中
小
学
校
は
、
次
年
度
に
む
け
、
都

会
の
人
た
ち
と
の
交
流
関
係
人
口
が
構

築
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
。

⑧ 

働
き
か
け
た
と
い
う
よ
り
も
、
問
わ
れ

た
ら
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
（
熱
中
小
学

校
事
業
）
が
今
、
う
ち
の
売
り
物
で
す

と
い
う
話
を
し
た
。

　
　
　
危
惧
す
る
の
は
、
倒
産
や
失
業
者

が
で
な
い
か
、子
育
て
や
介
護
は
、

ロ
ー
ン
は
、
大
学
生
の
中
途
退
学
が
出
な

い
か
、
暮
ら
し
に
影
響
が
で
な
い
か
。
コ

ロ
ナ
後
の
施
策
は
。

　
　
　
経
済
対
策
を
重
点
に
、
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
、食
の
戦
略
。

扶
桑
社
や
集
英
社
の
力
を
借
り
て
情
報
発

信
。
旅
を
と
お
し
て
地
域
を
活
性
化
。

　
生
活
困
窮
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
上
げ
て
注
視
。

「
…
の
く
せ
に
」
使
っ
て
い
い
の
か

　
　
　
町
の
新
ロ
ゴ
と
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
、
言
葉
の
持
つ
意
味
は
不
満

と
か
非
難
、
軽
蔑
す
る
時
に
使
う
が
、
男

女
共
同
参
画
や
人
権
施
策
を
推
進
す
る
上

で
、
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

　
ロ
ゴ
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
　
　
こ
う
い
う
考
え
方
も
あ
る
の
か
と

初
め
て
思
っ
た
。
そ
う
い
う
ふ
う

に
作
っ
た
の
で
は
な
い
。試
食
会
の
時
に
、

小
さ
い
く
せ
に
と
い
う
「
く
せ
に
」
が
、

今
い
ろ
ん
な
取
り
方
が
あ
る
が
、私
は「
こ

の
味
は
癖
に
な
る
」
と
そ
う
い
う
使
い
方

も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
　問答

町
民
が
主
役
の
は
ず
な
の
に

ど
う
な
る
公
共
施
設
等
は

　
　問

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
回
答

答
　
　問

答
　
　問

　
　答

福本 まり子　議員

問 ① 町長の政治姿勢は
② 町のロゴ＆キャッチコピーの印象は

答 ① 行財政改革を
② ネガティブでなくポジティブに発信
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ９回 30分 ＋ 31分 ） 61分
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一 般 質 問 一 般 質 問

農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を

 

変
え
る

　
　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し
、
超
省
力
化

や
生
産
物
の
品
質
向
上
を
可
能
に
す
る
新

し
い
農
業
と
な
る
。
要
す
る
に
、
現
代
技

術
の
利
点
を
最
大
限
に
活
用
し
た
、
人
に

優
し
い
農
業
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
技
術
の
一
つ
と
し
て
、
ど
う
し
て
も

機
械
で
は
で
き
な
い
。
手
作
業
の
分
野
で

の
労
力
軽
減
の
た
め
、
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト

ス
ー
ツ
の
導
入
を
考
え
た
い
。

　
農
業
は
重
労
働
、
家
族
単
位
が
中
心
の

た
め
、
ど
う
し
て
も
配
偶
者
に
負
担
が
か

か
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
体
を
痛
め
る

こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
も
辛
抱
を
美
徳
と
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、

で
き
る
か
ぎ
り
家
族
、
特
に
パ
ー
ト
ナ
ー

に
負
担
を
か
け
な
い
ス
マ
ー
ト
農
業
を
目

指
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
と
い
う
こ
と
で
昨
年
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
つ
の
側
面
が
あ

り
、
一
つ
は
数
値
化
し
て
技
術
を
伝
承
し

て
い
く
、
も
う
一
つ
は
労
力
を
低
減
化
し

て
い
く
か
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
で
き
る
か
ど
う
か
も
含

め
検
討
し
て
い
く
。

　
ス
マ
ー
ト
と
は
言
い
方
を
変
え
る
と
格

好
い
い
農
業
、
農
業
に
関
し
先
頭
を
走
る

町
と
し
て
、
先
端
技
術
を
い
ち
早
く
導
入

し
、
若
い
農
業
後
継
者
、
都
会
か
ら
の
新

規
就
農
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

　
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
導
入
に
よ
り
、
労
力

が
軽
減
さ
れ
品
質
が
向
上
し
、
品
物
が
高

く
売
れ
れ
ば
、
喜
び
に
つ
な
が
る
そ
う
い

う
ア
シ
ス
ト
を
考
え
て
い
る
。

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー

 

動
物
愛
護
の
観
点
か
ら

　
　
　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
で
健
康
寿
命

が
延
び
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る

が
、
近
年
多
頭
飼
育
崩
壊
な
ど
動
物
が
虐

待
を
受
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
は
猫
の
不
妊
・
去
勢
に
関
し
て

希
望
者
に
対
し
不
足
し
て
い
る
枠
を
可
能

な
限
り
広
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
県
か
ら
の
２
分
の
１
の
補
助
も
あ
り
、

町
が
全
額
を
負
担
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
予
算
的
な
制
約
も
あ
り
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　問

新
た
な
取
り
組
み

答

新
規
農
業
者
の

 

呼
び
水
と
し
て

　
　問

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

答

Ｉ社製アシストスーツ（農林水産省HPより）

　
　問

検
討
す
る 

答

角勝 計介　議員

問 スマート農業
パワーアシストスーツ導入を

答 積極的に研究していく
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ９回 19分 ＋ 11分 ） 30分
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一 般 質 問 一 般 質 問

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
禍
、
地
方
分
散

化
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
ど
う
対
応

　
　
　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
禍
で
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
み
、
同
時
に
安
心
安
全
の
地

方
分
散
化
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
時
の
琴

浦
町
を
ど
う
描
く
の
か
。

　
そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
担
い
手
、

人
材
と
し
て
大
学
卒
等
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
が
、現
在
鳥
取
県
の
大
学
進
学
率
は
、

全
国
平
均
と
比
べ
10
％
近
く
も
低
い
。
原

因
と
対
策
は
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、入
学
は
し
た
が
、リ
モ
ー

ト
授
業
な
ど
、
何
の
た
め
に
大
学
に
行
く

の
か
の
意
味
が
問
わ
れ
た
。
人
材
育
成
と

い
う
点
で
、
教
育
は
大
事
な
も
の
。

　
大
学
進
学
率
に
つ
い
て
、
平
成
元
年
は

鳥
取
県
の
ほ
う
が
高
い
が
、
バ
ブ
ル
以
降

差
が
広
が
っ
た
の
は
経
済
的
な
理
由
。
４

年
制
大
学
だ
け
の
進
学
率
で
見
る
と
、
差

が
14
・
８
％
に
も
な
る
。
学
力
差
が
全
国

と
開
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
や
は
り

経
済
的
要
因
か
。

　
琴
浦
町
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
中

部
だ
け
の
数
字
だ
が
35
・
７
％
と
県
平
均

に
近
く
郡
部
と
し
て
は
そ
こ
そ
こ
だ
。

　
対
策
と
し
て
は
、
奨
学
金
制
度
と
琴
浦

町
未
来
人
材
育
成
奨
学
金
支
援
制
度
と
い

う
帰
郷
者
の
支
援
制
度
を
始
め
た
。

　
ま
た
、義
務
教
育
の
間
に
地
域
の
よ
さ
、

生
き
る
意
味
を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

進
め
て
い
る
。

任
期
は
四
年
で
あ
っ
て
も

将
来
を
見
据
え
た
施
策
を

　
　
　
今
回
は
、
将
来
に
わ
た
る
施
策　

を
問
う
た
。
町
会
議
員
、
町
長
と

も
４
年
の
任
期
だ
。
だ
か
ら
四
、五
年
間

の
施
策
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
て
、

将
来
を
見
据
え
て
今
の
施
策
を
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
昨
今
、
定
数
と
か
報

酬
と
か
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
あ
る
が
、
国
政
の

場
で
、
保
身
と
栄
達
が
肝
心
で
、
政
策
や

原
則
で
は
な
い
。
我
々
町
会
議
員
も
心
し

て
任
期
を
全
う
し
た
い
と
思
う
が
、
町
長

の
感
想
は
。

　
私
が
町
会
議
員
に
対
し
言
う
立
場
に
は

な
い
。
が
、
今
回
の
話
で
は
、
教
育
と
い

う
の
は
、
故
・
宇
沢
弘
文
さ
ん
（
米
子
市

出
身
の
世
界
的
経
済
学
者
）
の
い
う
「
社

会
的
共
通
資
本
」
の
一
つ
。
教
育
、
人
材

育
成
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
初
め
て
こ

の
地
域
、地
方
が
成
り
立
つ
と
思
う
の
で
、

教
育
に
対
し
て
の
投
資
は
責
務
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
　問

コ
ロ
ナ
禍
は
、
な
ぜ
大
学
へ
行
く

の
か
考
え
る
機
会
に 

小
松
町
長

答

経
済
的
支
援
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
で 

田
中
教
育
長

答

　
　問

教
育
へ
の
投
資
は
責
務

 

小
松
町
長

答

押本 昌幸　議員

問 アフターコロナ禍の世界に対応
する人材育成を（大学進学率向上）

答 社会的共通資本の一つである
教育に対しての投資は責務である 小松町長
大学卒業後ふるさとに帰ってきて
くれるべくキャリア教育を進める 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ９回 30分 ＋ 16分 ） 46分
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一 般 質 問 一 般 質 問

心
の
問
題
と
し
て

母
親
を
救
う
た
め
の
支
援

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
孤
独
と
不
安
に

駆
ら
れ
、
何
を
し
て
も
不
安
の

日
々
が
続
く
の
が「
産
後
う
つ
」で
あ
る
。

抑
う
つ
状
態
の
発
見
が
遅
れ
、
症
状
が
深

刻
に
な
る
ほ
ど
回
復
に
時
間
が
か
か
る
。

ど
の
よ
う
な
支
援
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　
各
種
取
り
組
み
で
、
産
後
ケ
ア
事
業
・

ヘ
ル
パ
ー
・
一
時
保
育
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
の
体
制
、
こ
の
「
産
後
う
つ
」
の

こ
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口
は
、
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
身
近
な
つ
な
が
り
、
子
育
て
支
援
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
最
も
身
近
な
父
親
の
サ

ポ
ー
ト
、
父
親
同
士
の
交
流
は
大
事
。
近

所
の
人
・
家
族
・
親
戚
の
つ
な
が
り
も
大

事
で
あ
る
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

は
ど
う
か
。

　
家
庭
環
境
が
変
わ
っ
て
き
た
。
男
性
が

ど
こ
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
か
確
か
に
問

題
は
あ
る
と
思
う
。
子
育
て
の
父
親
も
そ

う
い
う
認
識
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
る

と
思
う
。
現
状
を
課
長
に
答
え
さ
せ
る
。

　
産
前
に
は
保
健
師
が
訪
問
。
産
後
ケ
ア

事
業
、
い
ろ
い
ろ
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
や
っ

て
い
る
。
必
要
で
あ
れ
ば
早
急
に
訪
問
。

同
じ
妊
産
婦
同
士
で
の
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
。

　
母
親
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
は
極
め
て

重
要
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
保
健
師
・
助
産
師
・
専

門
職
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
き
届
き
に
く

く
な
っ
て
い
る
の
が
実
態
の
よ
う
で
あ

る
。「
産
後
う
つ
」を
防
ぐ
た
め
の
考
え
は
。

　
や
は
り
心
の
ケ
ア
、
人
と
人
と
の
話
し

合
い
。
人
の
顔
を
見
な
が
ら
交
流
事
業
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
は
産
前
・
産
後
含
め
て
数
回

会
う
。
訪
問
な
ど
行
っ
た
時
は
、
悩
み
や

相
談
を
受
け
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
何
か
困
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
尋
ね
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
休
息
を
必
要
と
す
る
全
て
の
母
親
た
ち

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
手
厚
い
助
成
が

必
要
と
思
う
が
。

　
心
身
と
も
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
産

後
の
時
期
を
、
母
子
が
一
緒
に
医
療
機
関

な
ど
に
宿
泊
や
日
帰
り
な
ど
、
心
身
の
ケ

ア
、
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。

　
　問

産
前
・
産
後
を
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
の
体

制
を
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ 

小
松
町
長

答
子
育
て
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

 

育
成
は
考
え
ら
れ
る
か

　
　問

家
族
以
外
の
周
り
の
対
応

が
重
要 

小
松
町
長

答

保
健
師
が
個
別
に
訪
問
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
る 

財
賀 

子
育
て
応
援
課
長

答
「
産
後
う
つ
」
を
防
ぐ
た
め
に

ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か

　
　問

交
流
事
業
を
行
っ
て
い
る

 

小
松
町
長

答
産
前
か
ら
妊
婦
と
の
関
わ
り
を
持
っ

て
い
る 
財
賀 
子
育
て
応
援
課
長

答

産
後
ケ
ア
事
業
と
し
て

 

何
か
良
い
考
え
を
伺
う

　
　問

産
後
育
児
ケ
ア
事
業
は
今
年
度
で
３
年
度

目
の
実
施 

財
賀 

子
育
て
応
援
課
長

答

新藤 登子　議員

問 産後の母親を守る
 支援について

答 早期支援と継続したフォロー
を行っている 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 10回 20分 ＋ 15分 ） 35分
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一 般 質 問 一 般 質 問

赤
碕
駅
無
人
化

　
　
　
赤
碕
駅
が
来
年
３
月
を
も
っ
て
無

人
化
に
す
る
と
い
う
方
向
性
は
Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
聞
い
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
町
長
と
し
て
対
応
し
た
の
か
。

　
　
　
現
在
無
人
化
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
昨
年
７
月
に
Ｊ
Ｒ
か
ら
駅
舎

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
し
が
あ
っ
た
。

建
て
替
え
だ
っ
た
ら
Ｊ
Ｒ
は
お
金
を
出
せ

な
い
と
い
う
話
で
、
よ
く
話
を
し
な
が
ら

考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
問
題
だ
。

物
産
館

　
　
　
物
産
館（「
道

の
駅　
琴
の

浦
」
内
）
は
建
設
し

て
10
年
近
く
な
る
。

　
建
て
る
際
に
は
、

何
と
し
て
で
も
漁
協

を
入
れ
な
い
と
町
の

物
産
館
自
体
が
ダ
メ

に
な
る
と
い
う
状
況

だ
っ
た
。

　
物
産
館
を
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　
現
在
の
契
約
は
10
年
が
一
つ
の
区

切
り
と
な
っ
て
い
る
。「
物
産
館

内
の
統
一
性
を
持
た
せ
て
い
く
よ
う
な
方

向
で
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
理

解
を
得
た
と
思
っ
て
い
る
。

こ
と
う
ら
こ
ど
も
園
と

　 

ふ
な
の
え
こ
ど
も
園
の
一
本
化

　
　
　
こ
と
う
ら
こ
ど
も
園
と
、
ふ
な
の

え
こ
ど
も
園
が
一
本
化
さ
れ
る
と

聞
く
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
ふ
な
の
え
こ
ど
も
園
の
建
て
替
え

の
こ
と
が
あ
り
、
事
前
に
協
議
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
中
で
、
一
本
化
し
て
い
く
方
向
も
あ

る
と
い
う
話
を
し
て
い
る
。

成
美
地
区
公
民
館
の

 

ト
イ
レ
の
修
理
は

　
　
　
公
共
下
水
が
計
画
さ
れ
た
と
き
、

町
の
建
物
は
公
共
下
水
に
継
ぐ
と

い
う
考
え
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
、
成

美
地
区
公
民
館
の
ト
イ
レ
を
直
さ
な
い
と

い
う
ふ
う
に
聞
く
が
、
速
や
か
に
公
共
下

水
に
よ
る
復
旧
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
来
年
に
向
け
て
改
修
を
し
て
い

く
。
今
年
度
は
公
共
下
水
に
継
ぐ

工
事
に
か
か
り
た
い
。

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル

　
　
　
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
は
農
家
の
人
を

守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
農
協
か
ら
行
政
が
買
っ
た
経
緯

が
あ
る
。今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
当
時
の
こ
と
は
詳
細
に
は
知
ら
な

い
が
、
廃
止
す
る
方
向
で
考
え
て

い
る
。職

員
の
体
制

　
　
　
役
場
職
員
の
研
修
・
指
導
は
誰
が

し
て
い
る
の
か
。
一
般
職
の
職
員

を
技
術
者
と
し
て
な
ぜ
育
て
な
い
の
か
。

ト
ッ
プ
を
中
心
と
し
た
体
制
づ
く
り
を
提

案
す
る
。

　
　
　
技
術
職
は
採
用
し
て
い
る
。
研
修

は
し
て
い
る
。
年
度
当
初
や
四
半

期
ご
と
、
さ
ら
に
Ｈ
Ｐ
の
コ
ラ
ム
に
毎
月

一
回
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

　
　問

　
　答

井木 裕　議員

問 物産館をどのように
 考えているか

答 統一性を持たせた方向で
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ７回 30分 ＋ 21分 ） 51分
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
は
な
く

 

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
考
え
で

　
　
　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
地
区
の

祭
り
や
催
し
物
が
こ
と
ご
と
く
中
止
と
な

り
、
地
域
の
絆
が
築
き
に
く
か
っ
た
。
コ

ロ
ナ
後
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
と
共
生
し
な

が
ら
ど
の
よ
う
に
文
化
芸
術
活
動
を
推
進

し
て
い
く
の
か
。

　
コ
ロ
ナ
は
こ
の
ま
ま
収
束
し
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
町
民
憲
章
に
「
歴
史
と
文

化
の
薫
る
ま
ち
」
と
あ
る
。
我
が
町
の
文

化
振
興
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
教
育
委
員
会

と
相
談
し
な
が
ら
す
す
め
て
い
く
。

 　
文
化
芸
術
に
は
多
く
の
効
果
が
あ
り
、

町
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
、
町
を
活
性

化
す
る
と
い
う
よ
う
な
働
き
も
あ
る
。
大
き

な
企
画
は
他
の
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、

多
く
の
町
民
が
質
の
高
い
文
化
芸
術
を
楽

し
め
る
機
会
を
増
や
す
よ
う
努
力
す
る
。

「
歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
」
に
は

 

自
然
と
人
が
集
ま
っ
て
く
る

　
　
　
琴
浦
町
民
憲
章
に
あ
る
「
文
化
の

薫
り
が
高
い
ま
ち
」と
い
う
の
は
、

自
然
と
人
が
集
ま
り
、
活
気
が
み
な
ぎ
る

元
気
な
町
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
感
受

性
の
高
い
世
代
に
と
っ
て
こ
の
一
年
、
質

の
高
い
音
楽
や
文
化
芸
術
に
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
悔
や
む
べ

き
こ
と
だ
と
思
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ

「
エ
ー
ル
」
の
よ
う
に
歌
は
神
秘
的
な
力

を
持
つ
。

　
本
物
を
見
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　
来
年
度
は
い
ろ
ん
な
企
画
が
あ
る
。
子

ど
も
た
ち
が
本
当
の
芸
術
に
触
れ
る
機
会

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
で
「
第
九
」
の

 

合
唱
を
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
…
…

　
　
　
「
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
」
に
は
多
く

の
人
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

桜
の
咲
く
頃
に
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
の
中
庭

で
季
節
外
れ
の
「
合
唱
」
の
実
現
を
要
望

し
て
終
わ
る
。

　
　問

文
化
支
援
を
検
討
す
る

 

小
松
町
長

答
心
を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
術

 

田
中
教
育
長

答

　
　問

子
ど
も
の
情
操
教
育

 

小
松
町
長

答
い
ろ
ん
な
機
会
を
与
え
る

 

田
中
教
育
長

答

　
キ
リ
ギ
リ
ス
さ
ん
は
一
生
懸
命
練
習
し
て

バ
イ
オ
リ
ン
を
マ
ス
タ
ー
し
た
の
で
す
。
ア

リ
さ
ん
は
知
ら
な
い
う
ち
に
キ
リ
ギ
リ
ス
さ

ん
の
音
楽
に
癒
さ
れ
、
優
し
い
気
持
ち
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
冬
に

な
り
、
食
べ
物
を
も
ら
い
に
来
た
キ
リ
ギ
リ

ス
さ
ん
を
ア
リ
さ
ん
は
優
し
く
迎
え
入
れ
、

キ
リ
ギ
リ
ス
さ
ん
は
素
敵
な
音
楽
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

コロナ禍にあっても芸術によって変わる価値観

　
　問

前田 敬孝　議員

問 コロナと共生する
 文化・芸術の振興を

答 文化振興のあるべき姿
を模索する 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ３回 14分 ＋ 11分 ） 25分
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
道
の
改
良
は

　
　
　
町
道
小
学
校
松
ケ
谷
・
荒
神
谷
線

か
ら
国
道
９
号
線
に
接
す
る
部
分

は
視
界
も
悪
く
道
路
拡
幅
が
必
要
と
一
般

質
問
で
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現

在
の
状
況
は
。
ま
た
、
海
蔵
寺
坂
は
狭
小

で
車
が
す
れ
違
う
の
に
も
苦
労
す
る
道

で
、
早
急
な
整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
そ
の
部
分
は
国
に
よ
る
用
地
取
得

が
完
了
し
た
の
で
、
令
和
３
年
度

内
に
事
業
着
手
、
完
了
予
定
。
赤
碕
海
蔵

寺
線
は
子
ど
も
の
安
全
確
保
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
が
、
費
用
も
あ
り
交
通
量
も
勘

案
し
な
が
ら
様
子
を
見
て
い
る
。

① 

小
学
校
松
ケ
谷
・
荒
神
谷
線
だ
が
、
将

来
的
に
小
学
校
ま
で
改
良
す
る
計
画
を

前
町
長
は
言
わ
れ
て
い
た
。
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

② 

海
蔵
寺
坂
は
車
の
す
れ
違
い
も
難
し
い

よ
う
で
、
寺
の
駐
車
場
に
入
っ
て
よ
け

た
と
い
う
話
も
聞
く
。
床
板
を
か
け
た

り
で
き
る
こ
と
は
や
ら
れ
て
き
た
と
思

う
が
、
む
き
出
し
の
水
路
を
管
で
埋
め

て
道
に
し
た
り
、
抜
本
的
な
対
応
を
し

て
ほ
し
い
が
。

③ 

改
良
す
る
と
す
れ
ば
幾
ら
か
か
る
か
概

算
で
も
見
積
り
し
て
い
る
か
。

④ 

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
乗
っ
か
れ
る
補

助
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
実
施
し
て
ほ
し
い
。

① 

事
業
の
完
成
を
見
な
が
ら
修
理
を
し
て

い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
蓋
が
け
側
溝

の
改
修
、
カ
ラ
ー
舗
装
を
計
画
し
、
通

学
路
の
安
全
対
策
を
と
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。

② 

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
は
台
風
が
来
た
り

す
る
と
水
が
あ
ふ
れ
る
状
況
だ
っ
た
。

災
害
時
を
考
え
て
の
検
討
に
な
る
。

③ 

防
火
水
槽
の
蓋
が
け
、
県
道
大
栄
赤
碕

線
部
分
の
水
路
断
面
の
費
用
で
約

１
億
５
千
万
円
か
か
る
と
見
積
も
っ
て

い
る
。

④
今
後
の
状
況
を
み
て
検
討
し
た
い
。

街
灯
更
新
の
補
助
を

　
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
は
平
成
29
年

度
が
最
終
。
故
障
等
で
点
灯
し
な
い
が
、

地
区
内
の
街
灯
は
各
集
落
の
管
理
と
な
っ

て
い
る
。
故
障
時
の
改
修
補
助
を
行
い
、

安
心
安
全
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
自
治
会
の
管
理
１
２
０
０
基
が
現
在
あ

る
。
耐
用
年
数
は
15
年
、
適
正
な
交
換
時

期
は
８
年
か
ら
10
年
で
あ
る
が
、
改
修
は

地
元
で
行
う
と
い
う
当
初
の
約
束
ご
と
だ
。

　
人
口
も
減
り
、
自
治
会
の
マ
ン
パ
ワ
ー

も
落
ち
て
い
る
。
約
束
ご
と
だ
と
ゼ
ロ
回

答
だ
が
、
規
模
や
財
政
基
盤
が
自
治
会
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
の
で
違
う
と
思
う
が
。

　
財
政
負
担
を
伴
う
の
で
、
そ
こ
を
考
え

な
が
ら
対
応
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　問

　
　答

小
学
校
ま
で
改
良
を

　
　問

修
理
を
し
て
い
き
た
い

 

長
尾
建
設
環
境
課
長

答
災
害
時
を
考
え
て

 

小
松
町
長

答
約
１
億
５
千
万
円

 

長
尾
建
設
環
境
課
長

答
状
況
を
み
て

 

小
松
町
長

答

改
修
補
助
を

　
　問

約
束
ご
と
で 

小
松
町
長

答
違
う
と
思
う

　
　問

検
討
し
た
い 

小
松
町
長

答

大平 高志　議員

問 町道の整備を早急に

答 様子を見ている
 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 35回 26分 ＋ 27分 ） 53分
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一 般 質 問 一 般 質 問

中
山
間
地
の
農
業
振
興
策

① 

農
業
の
現
状
と
将
来
予
測
に
つ
い
て
。

② 

人
口
予
測
か
ら
の
地
域
農
業
構
想
（
提

言
）

ａ
．「
半
農
半
Ｘ
」
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

ｂ
． 
中
山
間
地
農
業
支
援
の
た
め
、
新
規

就
農
者
数
の
算
出
を
行
っ
た
う
え

で
、
将
来
の
農
業
の
姿
や
農
業
以
外

で
所
得
を
確
保
す
る
機
会
な
ど
を
住

民
ら
で
協
議
し
、
地
区
の
活
性
化
プ

ラ
ン
を
作
成
し
地
域
農
業
就
業
人
口

２
０
４
５
年
を
予
測
す
る
。
そ
し
て

農
業
就
業
人
口
を
長
期
的
に
安
定
さ

せ
る
た
め
、
20
代
前
半
男
女
・
30
代

前
半
男
女
・
60
代
前
半
男
女
の
就
農

を
確
保
す
る
と
い
う
考
え
は
ど
う
か
。

③ 

令
和
３
年
度
事
業
計
画
の
中
山
間
地
農

業
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
局
に
よ
る
地

域
推
進
チ
ー
ム
で
営
農
計
画
を
策
定

し
、
古
布
庄
・
上
郷
・
以
西
・
安
田
の

各
地
区
に
出
向
き
、
農
政
懇
談
会
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

④
琴
浦
町
農
政
懇
話
会
を
設
立
し
て
は
。

① 

町
の
数
字
は
来
年
に
な
る
。
後
継
者
問

題
に
対
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
我
が
町
の
農
業
産
出

額
が
100
億
円
あ
る
と
い
う
の
も
地
域
産

業
の
ひ
と
つ
の
ベ
ー
ス
だ
と
思
う
。

②
ａ
． 

農
林
水
産
省
が
次
期
対
策
と
い
う

こ
と
で
取
り
組
む
よ
う
だ
。
藤
山

先
生
の
知
見
も
借
り
な
が
ら
琴
浦

の
農
業
の
発
展
を
考
え
て
い
き
た

い
。

　
ｂ
． 

地
区
に
出
か
け
て
の
座
談
会
に
つ

い
て
は
、話
の
た
た
き
台
と
し
て
、

農
業
版
の
人
口
分
析
（
中
山
間
地

域
農
業
就
業
人
口
の
予
測
と
必
要

な
新
規
就
農
の
目
標
算
出
）
資
料

を
藤
山
先
生
に
算
出
し
て
い
た
だ

く
。

③ 
農
業
版
の
人
口
分
析
資
料
を
基
に
、
Ｊ

Ａ
も
含
め
た
座
談
会
を
検
討
し
た
い
。

④ 

人
が
集
ま
っ
て
意
見
交
換
し
た
り
す
る

の
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
、
ぜ
ひ
考
え
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中

「
ま
ち
な
か
保
健
室
」
を

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
解
雇
・
雇
い
止
め
、

ま
た
、
い
じ
め
・
不
登
校
・
児
童
虐
待
・

Ｄ
Ｖ
・
ひ
き
こ
も
り
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・

自
死
等
、
心
の
ケ
ア
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
複
合
的
な
悩
み
を
聞
く
「
ま
ち
な
か
保

健
室
」
の
開
設
を
提
案
す
る
（
行
政
の
相

談
窓
口
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
）。

　
令
和
２
年
４
月
よ
り
、
他
機
関
の
協
働

に
よ
る
包
括
支
援
体
制
構
築
事
業
と
い
う

こ
と
で
、
ひ
き
こ
も
り
対
策
と
し
て
、
福

祉
あ
ん
し
ん
課
を
窓
口
に
、
自
立
相
談
支

援
窓
口
、
多
機
能
包
括
相
談
支
援
窓
口
と

同
じ
場
所
に
相
談
員
・
推
進
員
を
設
置
し

対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
ま
ち
な
か
保
健
室
」
を
「
ま
な

び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
」
に
と
い
う
の
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
ん
で
い
て
今
月
末
に

中
間
的
な
話
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
ス
タ
ッ
フ
が
別
行
動
と
し
て
部
屋
を

つ
く
る
話
に
な
れ
ば
、
来
年
と
い
う
わ
け

に
は
な
ら
な
い
。

多
様
な
担
い
手
の
確
保
急
げ

　
　問

就
農
人
口
予
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

持
続
可
能
な
農
村
づ
く
り
を

答

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
窓

口
を
「
ま
な
タ
ン
」
に

　
　問

ま
な
タ
ン
に
「
ま
ち
な
か
保
健

室
」
設
置
は
来
年
に
は
困
難

答

桑本 始　議員

問 2020年農林業センサス
（地域の農業就業人口を予測
 必要な新規就農の目標算出）

答 農業就業人口から地域
構想を考える 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ ９回 30分 ＋ 22分 ） 52分
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町 民 の 声
琴浦の梨をご愛顧いただき感謝 大好きな地元に恩返し

　琴浦梨生産部は毎年７月下旬
から12月中旬まで全18品種を
扱っており、我が家では1.3ha
で12品種を家族４人で栽培し
ています。以前は夏の気温が
30度を超えることはほとんど
ありませんでしたが、今では
35度が当たり前になってきま
した。地球温暖化により、これ
まで経験したことのない気象条
件や鳥獣害も増え、梨栽培も
日々苦労の連続です。幸い、町
より果樹共済の掛け金の一部助成があり感謝しております。
　平成元年には旧東伯で500戸以上の生産者がいました
が、所得が上がらない、高齢化、病気、けがなどで今では
琴浦町全体で140戸と生産者が激減しましたが、近年では
価格も上がったためか、梨栽培をしてみようという人もあ
ります。しかしやめる人の方が多いため、梨産地としての
維持が難しくなってきています。
　今後は取引市場を縮小しながらも産地を維持し、消費者
の皆さまに　「安心・安全でおいしい琴浦の梨」をお届け
していきますので、よろしくお願いいたします。
　私ごとではありますが、このたび剣道六段に昇段するこ
とができました。これもひとえに剣道教士八段の阿部正美
先生（徳万出身・鳥取県警）をはじめとし、子どものころ
からご指導を賜った歴代の先生方、いつも元気をもらって
いるスポーツ少年団の子どもたちのおかげです。ありがと
うございます。毎週月、水、金曜日には総合体育館武道室
で「剣道の理念」を基に稽古していますので、興味のある
方は見学に来てください。

　私たち夫婦が、結婚を機に
ガーデンヒルズ立石台に移住
して、もうすぐ13年になりま
す。慣れない土地で当初は不安
も多くありましたが、地域の
方々に暖かく迎えていただき、
すぐに馴染むことができまし
た。今ではこれからも住み続け
ていきたいと心から思える、大好きな町です。そ
して、町への愛着が増していくにつれ、専門職と
して培ってきた経験を地域貢献に活かせる働き方
がしたいとの思いが強くなり、令和2年7月にガー
デンヒルズの自宅1階を改修して、『地域密着型
通所介護 あすぷらす ことうら』を開業しました。
　「苦手な方も行ってみたくなるデイサービス」
をコンセプトに、自宅を改修した馴染みやすい空
間、小規模ならではの細やかなサービス、専門性
を活かしたリハビリを特徴としています。わから
ないことばかりで手探りの毎日ですが、地域貢献
できる喜びを噛みしめながら充実した毎日を過ご
せています。ひとりでも多くの町民の笑顔を増や
していけるよう、これからも楽しみながら頑張っ
ていきたいと思います。

横
よこ
河
がわ
　正憲

敬称略

　
昨
年
２
月
、
日
本
で
初
め
て
と
な
る
、「
ス

マ
ホ
持
込
み
Ｏ
Ｋ
入
試
」
が
、
東
京
の
私
立
中

学
で
実
施
さ
れ
た
。
求
め
ら
れ
る
の
は
単
な
る

知
識
量
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
上
か
ら
有
益
な
情

報
を
収
集
・
選
別
し
、
最
適
な
結
果
を
導
く
能

力
で
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
る
た
め
に
は
、

外
国
語
の
知
識
も
必
要
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
正
の
副
産
物
と
で
も
い
う
の

か
、
町
内
の
小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
配
備
が
一
気
に
充
足
し
た
。「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
へ
の
第
一
歩
で
は

あ
る
が
、
目
指
す
の
は
あ
く
ま
で
も
人
間
中
心

の
社
会
、「
人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」
で

あ
る
。

　
一
方
、
今
年
２
月
か
ら
は
「
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
」
が
施
行
さ
れ
る
。
人
生
百
年
時
代
を

迎
え
、
生
涯
学
習
も
変
わ
り
、
学
校
卒
業
後
も

継
続
し
て
学
び
、
常
に
新
し
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
な
け
れ
ば
、
安
泰
な
老
後
生
活
も
ま
ま
な
ら

な
い
時
代
に
な
っ
て
く
る
。�

（
ひ
ろ
の
り
）

撮
影
地　
東
伯
総
合
公
園
ど
ん
ぐ
り
広
場

�

（
提
供
／
東
伯
総
合
体
育
館
）

表
紙
写
真

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
　
角
勝
　
計
介

�

副
委
員
長　
押
本
　
昌
幸

�

委
員　
　
　
高
塚　
　
勝

�

委
員　
　
　
澤
田
　
豊
秋

�

委
員　
　
　
福
本
ま
り
子

�

委
員　
　
　
前
田　
敬
孝

あ
と

　 

が
き

藤井　憲
のり
人
ひと

ジョイント栽培をバックに
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